
出産

子とも,よかわいいし、好き

親を喜ばせたい

女の幸せだ
いないと老後が寂しい

子ともを持つのは当然

将来の央を喜ばせたい

子どもは夫婦のかすがい

子どもがいないと劣等感
老後の面fZ■

Hlを 見てほしい

世間体

離婚しても子どもは残る

結婚できない

経済的に難しい

自由が制限されるのは嫌

年齢的に難しい

出産はまた先
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高齢出産のリスクが怖い
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友人が出産して

妊娠しにくくなる年齢を意識

規からのブレッシヤー

最近のbll子 老化報道で

仕事環境の変化

彼氏から相談されて ■7

正しい知識が広まり良い
出産を考えるいいきつかけに

高齢出産差別につながる
出産に焦りを感じる

企く関心ない

報道自体を知らない

産みたいと思つたこと
がある人が答えました

本来はいくつまでに
産みたかつた?
_  i -2輸 以下150/6
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饉
畿
畿
髄
鶴
轟
韻
壁
熙
寵

卵
子
凍
結
、
出
生
前
診
断
…
…
。

出
産
に
関
す
る
医
療
技
術
が
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
解
禁
さ
れ
て
い
る
。

技
術
は
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
。

私

た

ち

は

ど

う

向

き

合

っ
た

ら

い
い
の

か

。
　

編
集
部

木
村
恵
子
、
塩
月
由
香

ラ
イ
タ
ー

古
川
雅
子

都
内
の
小
学
校
教
諭
の
女
性
（３５
）

は
、
子
ど
も
が
好
き
で
、
い
つ
か
自

分
の
子
ど
も
を
育
て
て
み
た
い
と
思

っ
て
き
た
。

２０
代
で
仕
事
を
始
め
た

こ
ろ
は
、
漠
然
と
３５
歳
ぐ
ら
い
ま
で

に
産
ん
で
い
る
自
分
を
想
像
し
て
い

た
。だ

が
、
い
ま
そ
の
年
を
迎
え
て
い

る
が
、
彼
氏
も
い
な
い
。
こ
れ
ま
で

恋
愛
し
て
、
結
婚
の
手
前
ま
で
い
っ

た
こ
と
も
あ
る
が
、
結
局
は
実
ら
な

か
っ
た
。
少
し
前
か
ら
、
も
し
か
し

た
ら
産
め
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
い
始
め
、
そ
う
い
う
人
生
も
悪
く

な
い
と
思

っ
て
き
た
。
親
成
に
子
ど

も
の
い
な
い
夫
婦
が
い
る
が
、
幸
せ

そ
う
だ
。

だ
が
、
最
近
は
心
穏
や
か
で
は
い

ら
れ
な
い
。
独
身
女
性
に
も
将
来
の

加
齢
に
備
え
て
卵
子
凍
結
が
容
認
さ

れ
る
と
い
う
報
道
や
、
胎
児
の
染
色

体
異
常
を
調
べ
る
出
生
前
診
断
に
希

望
者
が
殺
到
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
た
び
に
、
疑
間
が
過
る
。

「そ
ん
な
こ
と
ま
で
し
て
、
産
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

人
生
は
計
画
通
り
で
な
い

昨
年
か
ら
増
え
て
い
る

「卵
子
老

化
」
に
関
連
す
る
報
道
の
影
響
で
、

周
囲
も
態
度
が

一
変
し
た
。
知
人
の

既
婚
女
性
に
は
、

「精
子
が
若
け
れ
ば
産
め
る
確
率
が

あまり  20
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出産

独身女性の思い

結局「産まない」ことを選択する
人間は肩身が狭い。自分なりにい
ろいろ考えて、判断したことなのに。子

どもを産まない女には価値がないと言

われているように感じる。それも仕方が

ないのかもしれないけれど

(44歳 、バート アルバイト、彼氏あり、全く

出産したくない)

欲しくても自然にできない人のことを
思うと、自分たちの世代は医療で
どうにかなるからありがたいと
思う

(29歳 、会社員、彼氏あり、ぜひ出産したしつ

末婚 離婚問題と給与問題も同時に改

善しないと、医療が整つても意味がない

のでは、と思つてしまう

(30歳 、無職、彼氏なし、ぜひ出産したい)

卵 子 凍 結 は「製 造 」つぽ い 。違和

感がある。でも子どもが欲しいと思つた

ときの保険としてはありかもしれない

(33歳 、パート アルバイト、彼氏なし、でき

れば出産したい)

卵子凍結はいまさらだと感じる。20代の

うちにやるものだと思つている

(37歳、バート アルバイト、彼氏なし、あま

り出産したくなtゆ

女性の社会進出が少子化 高齢出産の

一因のように思う。無理に産もうと過度

な医療技術に頼るのはよくないと思う。

ただ、当事者になれば考えが変
わるに違いない、とも思います
(35歳 、会社員、彼氏なし、できれば出産した

tヽ )

そこまでして出産したいとは個人的に

は思わないけど、結婚する年齢が高くな

つているのと、妊娠しにくい人が増えて

いるため、不妊治療がもつと広まればい

いのではと思います

(45歳 、商工自営業、彼氏なし、全く出産した

くない)

ある程度キャリアを重ね、局齢出産
と言われる年になつて,医療技
術に頼るのはやむをえない

(35歳、会社員、彼氏なし、ぜひ出産したい)

自分 とパー トナーだけの努力で子づ く

りしたいとは思う

(26歳 、バート アルバイト、彼氏あり、ぜひ

出産したい)

医療技術が向上していくことによって、

より良い治療を受けられるのはいいと

思うけれと、保険が適用されず、経済的

に格差が出て、選べる選択肢に差がある

のは残念に思います。子どもを心から欲
しいと願う方々 には、相応の補助な
どがあつてもいいと思います
(40歳 、バート アルバイト、彼氏なし、全く

出産したくない)

せつかく医療技術を駆使しても、安心し

て生活できない環境なら子どもを産む

のをためらう女性も多いと思う

(26歳、会社員、彼氏あり、ぜひ出産 したい )

少しても産めるようになるのはいい

まず産めない社会を変えて

経済力で出産に差が出るのは問題

医療技術に不安

情報が行き屈いていない

技術に頼りすぎると自然に歳めなくなる

欲望に際限がなくなる

お金をかけて努力しないと罪悪感

卵子凍結容認をどう思う?倣教M節
将来の安心につながる                197人

先に「席め74‐い社会Jの解決を                 196
独身女性にも認められて当然           130
ガイドラインができるのはいい           120

高齢出産がかえつて増える         112
卵子凍結までするのはおかしい     -64

不妊治療の問題は?傾数回働   248人
金額が高すぎる

情報が伝わつていない               174
保険診療にすべき             再側

いくつになつてもやめられない           125
いくつでも産めるという誤解         105

性教育に採り入れるべき      02
出産ヨント田―ルはおかしい    38

血液検査による
出生前診断受けたい?

鍋 緋  緋 鱗

わからない 48  55 51 40 47

７２

６７

199フ (
182

1162

116

生殖医療技術の
駆使をどう思う?
(後歌回祭)

:!i:!il:!:!!t

不妊治療
どこまで
受ける?
像 敦回答 )

タイミング療法    50人
人正授精    42
体外受格   37
Flp子 提供 7
侑子提供 7

代理母出産 4
わからない 15調査は、NTTコ ム オンライン マーケティング ソリューションを通じて9月末に実施した。26～45歳の独身女性

503人が回答。グラフにある「20代後半 Jは 26～30歳、「30代前半」は31～35歳、「30代後半 Jは 36～40歳、
「40代前半」は41～45歳。グラフの%は、小数点以下を四捨五入したため、合計が100に ならない場合がある

ゃ
な
く
、
自
分
の
出
産
の
可
能
性
を

広
げ
る
努
力
を
す
る
こ
と
は
当
然
の

権
利
な
ん
だ
と
、
背
中
を
押
さ
れ
る

よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
」

今
は
以
前
と
は
違
い
、
経
済
的
に

不
安
定
な
人
が
増
え
、
他
人
の
結
婚

の
世
話
ま
で
焼
い
て
く
れ
る

「お
見

合
い
お
ば
さ
ん
」
も
い
な
く
な

つ
た
。

ど
ん
ど
ん
産
み
に
く
い
社
会
に
な

っ

て
い
る
の
に
、
何
の
手
助
け
も
な
い

気
が
し
て
い
た
。

「
こ
の
時
代
は
、
自
分
で
情
報
を
得

て
、
将
来
の
幸
せ
の
た
め
に
自
分
で

備
え
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
」

独
身
に
も
産
む
選
択
肢
を

さ
ら
に
、
生
殖
医
療
技
術
を
使
う

自
由
が
も
っ
と
広
く
認
め
ら
れ
る
ベ

き
だ
と
訴
え
る
の
は
、

４０
代
の
会
社

員
女
性
。
彼
女
自
身
、
ま
だ
公
的
に

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
時
代
に
、
自

分
で
情
報
を
操
し
、

３０
代
で
卵
子
を

凍
結
し
た
。
将
来
、
結
婚
し
た
い
と

思
っ
た
男
性
が
現
れ
た
時
に
、
年
齢

的
に
出
産
が
難
し
い
と
い
う
状
況
を

避
け
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
凍
結
の
後
、

数
年
た

っ
た
が
、
ま
だ
結
婚
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

海
外
で
は
、
ゲ
イ
や
レ
ズ
ビ
ア
ン

の
カ
ッ
プ
ル
な
ど
で
も
子
ど
も
を
持

て
る
よ
う
に
、
卵
子
提
供
や
精
子
提

供
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。

日
本
で
も
精
子
バ
ン
ク
を
認
め
、
独

身
女
性
に
も
、
凍
結
卵
と
提
供
精
子

で
産
め
る
選
択
肢
を
増
や
す
べ
き
だ

と
提
案
す
る
。

「現
在
は
様
々
な
生
き
方
が
あ
る
。

最
新
の
技
術
を
使

っ
て
、
ど
ん
な
生

き
方
を
選
択
す
る
人
で
も
子
ど
も
を

持
て
る
可
能
性
を
増
や
す
こ
と
が
、

現
実
に
合

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

生
殖
医
療
技
術
と
直
面
し
て
い
る

女
性
た
ち
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

ア
エ
ラ
で
は
、
不
妊
治
療
体
験
者
を

支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ
」

の
協
力
を
得
て
、
不
妊
治
療
を
し
た

こ
と
が
あ
る
女
性
３５
人
に
も
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行

っ
た
。

「卵
子
凍
結
の
対
象
を
広
げ
る
前
に
、

も

っ
と
卵
子
の
老
化
な
ど
に
つ
い
て
、

啓
家
し
て
ほ
し
い
。
卵
子
は
若
く
て

も
、
妊
娠
す
る
自
分
自
身
が
老
化
し

て
い
く
こ
と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

こ
と
を
、
も

っ
と
知
ら
せ
る
べ
き
だ
」

（３７
歳

口
体
外
受
精
経
験
者
）

「採
卵
手
術
で
も
必
ず
し
も
安
全
と

は
言
え
な
い
。
信
頼
で
き
る
技
術
を

持
つ
医
療
機
関
は
、
日
本
に
は
そ
う

多
く
は
な
い
」
（３８
歳

・
顕
微
授
精

経
験
者
）
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